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※ 予定事項等が含まれていることや３月５日時点の内容であること

から、今後の状況により、内容が変更する場合があります。 
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【はじめに】 

令和２年第１回四街道市議会定例会の開会に当たり、市政運営の方針と主要

な施策について述べさせていただくとともに、提案いたしました令和２年度予

算案について、その概要を申し上げます。 

 

本年は、新元号の令和になって初の新年を迎えるとともに、「東京オリンピッ

ク・パラリンピック」が開催される大きな記念の年でもございます。 

この記念の年を迎える中で、今、日本の人口は減少傾向で推移し、本年１月

の人口は、昨年より３０万人も少ない１億２，６０２万人となっています。 

国は、この人口減少による消費・経済力の低下は、経済成長に変化をもたら

すことから、人口減少に歯止めをかけ２０６０年に１億人程度の人口を維持す

ることを目的に地方と一体となって地方創生を進めているところでございます。 

このような中、本市においては、これまで人口減少という経験がなく、現在

も人口増加を続けている県内でも数少ない自治体のひとつです。 

本年１月の常住人口は、９２，６６６人で、２７年国勢調査における人口と

比較して、約３，４００人増加しています。この主な転入者は２０代後半から

３０代前半の子育て中のファミリー層が多く、本市が目指してきた若い子育て

世代から選ばれている状況にあります。 

この喜ばしい状況は、市の強みでもある人づくり、豊かな自然と調和した住

環境、充実した子育て支援を「人 みどり 子育て 選ばれる安心快適都市 四

街道」として総合計画の将来都市像に掲げ、「選ばれるまち」の実現に向け、多

くの市民の皆様と取り組んできた成果でもございます。 

市民の皆様、関係者の皆様のご理解とご支援の賜物と心から感謝申し上げる

次第です。 

本年も、多くの方々から「選ばれるまち」として、引き続き発展していける

よう、これまで本市が培ってまいりました人、自然、歴史などの地域資源を活

かしながら、将来を見据えた中長期的な視点の下、総合計画後期基本計画に位

置付けた各事業を着実に推進してまいります。 

一方、次期ごみ処理施設建設など山積する市政の課題や昨年の相次ぐ台風に

よる自然災害の教訓を活かした対応などについても市民の安全・安心を第一に

考え、機を逸することなく取り組んでまいります。 

今後も急激な社会環境の変化が予想される中、市民の皆様から託された舵取

り役という重責を担いながら、市民の皆様と共に市政を進めてまいります。 

そして、市民の皆様がこよなく愛する四街道、ふるさと四街道をしっかりと

元気な四街道っ子に、次世代に引き継いでいけるよう先頭に立って全力を傾注
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してまいります。 

議員各位におかれましては、一層のご理解、ご協力を賜りますよう、お願い

いたします。 

 

 

それでは、本市における重要な項目について申し上げます。 

 

【重要項目】 

ごみ処理施設については、次期ごみ処理施設等用地における土壌汚染の範囲

を把握するための地質等状況調査が終了したことから、今後、土壌汚染対策法

の一環として、地下水の流動方向や水質等を把握するための地下水モニタリン

グ調査を実施してまいります。また、地質等状況調査の結果を踏まえ、深度調

査の実施及び土壌汚染対策の検討を進めるとともに、損害賠償請求事件の裁判

において、市の主張が認められるよう引き続き取り組んでまいります。なお、

地元吉岡区とは、引き続き施設建設事業と地域振興事業等の協議を進めてまい

ります。 

子育て支援については、「四街道市みんなが笑顔のまち子ども条例」を本定例

会に議案として提案させていただいており、子どもに関わる人が、それぞれの

立場から子どもの成長を支え、全ての子どもが健やかに育つことができる環境

の実現に取り組んでまいります。 

防災対策については、近年、自然災害が頻発・激甚化していることや首都直

下地震など、大規模自然災害等の発生が懸念されていることから、防災・減災

等の施策を総合的かつ計画的に推進するための指針となる「四街道市国土強靭

化地域計画」の策定を進めてまいります。  

都市計画道路の整備については、３・３・１号山梨臼井線において、橋梁上

部工築造工事及び道路改良工事を実施するほか、３・４・７号南波佐間内黒田

線の整備に向け、用地取得を進めてまいります。 

ファシリティマネジメントの推進については、「四街道市公共施設再配置計画」

に基づき、施設総量の縮減等を図るとともに、各施設の計画的な保全による長

寿命化を進めるための個別施設計画を策定してまいります。 

地方創生については、２年度を初年度とする「第２期四街道市まち・ひと・

しごと創生総合戦略」に基づき、地方創生の取組を切れ目なく推進してまいり

ます。 
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次に、主要な施策について、総合計画の基本目標に沿って申し上げます。 

 

【分野別の主要施策】 

基本目標１「だれもが健康でいきいき暮らせるまち」 

の分野でございますが、子ども家庭支援については、２年度を初年度とする「四

街道市こどもプラン（第２期子ども・子育て支援事業計画）」に基づき、保育サー

ビスの充実と質の確保、配慮が必要な子どもや家庭への支援強化を図るなど、

子どもの健やかな成長を支え、子育て家庭を応援するまちづくりを推進してま

いります。 

 また、結婚に伴う経済的な負担を軽減するため、結婚を機に本市で新生活を

始める若い世代を対象に、新生活に係る費用の一部を支援する結婚新生活応援

事業を引き続き実施してまいります。 

高齢者支援については、高齢者の多様な課題に対応するため、高齢者の保健

事業と介護予防の一体的な実施を推進するとともに、「四街道市高齢者保健福祉

計画及び介護保険事業計画第８期計画」の策定に向け、諸準備を進めてまいり

ます。 

障害者支援については、障害のある人が地域で自立した日常生活・社会生活

を送れるよう必要な障害福祉サービスの提供に努めるとともに、「第６期四街道

市障害福祉計画」及び「第２期四街道市障害児福祉計画」の策定に取り組んで

まいります。 

地域福祉については、ともに助け合い・支え合う地域社会の実現を推進する

ための施策や事業を定めた、「第３次四街道市地域福祉計画」の策定を進めてま

いります。 

 

基本目標２「安全・安心を実現するまち」 

の分野でございますが、防災・減災については、これまでの災害対応における

課題等を踏まえ、必要な防災資機材等の整備を行うほか、防災に係る計画等の

見直しや、ＩＣＴを活用した効果的な情報発信方法等を検討します。 

 消防・救急については、複雑多様化する災害に対応するため、消防体制の充

実強化に努めるとともに、増加基調にある救急需要に対応するため、救急車の

適正利用の啓発を継続してまいります。また、住宅火災による死傷者の低減を

図るため、住宅用火災警報器等の普及啓発活動を行うほか、重大な消防法令違

反があった防火対象物の内容について、公表する制度を４月１日から開始しま

す。今後は、利用者の防火安全に対する認識を高め、火災被害の軽減を図ると

ともに、防火対象物の関係者に対する適切な防火管理を促進します。 
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消防団については、災害対応能力の向上に向け、５月に「第２８回四街道市

消防操法大会」を開催するほか、引き続き消防団員の確保に努めてまいります。 

 消費者保護については、複雑多様化する消費者トラブルや多重債務などの消

費者被害を未然に防止するため、引き続き消費者への啓発に向けた消費生活講

座を開催します。 

 

基本目標４「みどりと都市が調和したうるおいのあるまち」 

の分野でございますが、環境保全については、公害防止対策の推進として、大

気汚染や水質汚濁、騒音等の調査測定を継続して実施します。また、大日地区

での環境基準を超過した地下水については、引き続き汚染機構解明調査を実施

します。  

循環型社会については、環境への負荷の低減と再生可能エネルギーの普及促

進を図るため、住宅用省エネルギー設備等の設置について、継続して支援して

まいります。 

 また、９月からの家庭系ごみ処理手数料制度の円滑な実施に向け、引き続き

市民への周知を図るとともに、指定ごみ袋の取扱店登録手続を行うなど、諸準

備を進めてまいります。 

 住環境については、成台中土地区画整理事業区域内の成山及び中台の一部に

係る住居表示の実施に向け、準備を進めてまいります。 

また、都市公園事業として、環境負荷と維持管理コストの低減を図るため、

照明灯のＬＥＤ化への切替を実施してまいります。 

生活基盤については、栗山山梨線及びつくし座３号線の道路排水施設を整備

するなど、市内の排水対策を推進してまいります。 

また、浸水対策事業として、四街道雨水幹線の溢水解消に向け、調整池の測

量等を実施します。 

水道事業では、安定した水の供給を確保するため、第２浄水場の濃縮槽設備

の更新を行うとともに、引き続き老朽管の入替えなどの配水改善工事を進めま

す。 

 

基本目標５「にぎわいと活力にあふれるまち」 

の分野でございますが、道路・交通については、大日鹿放ケ丘２号線ほか１路

線の舗装修繕工事及び大日北１２号線の道路改良工事を進めるとともに、山梨

南波佐間線の交通安全施設整備工事を実施し、安全・安心な交通環境の整備を

進めます。 

 公共交通サービスの充実では、ＪＲ東日本及びバス事業者に対して、引き続

き利便性向上を働きかけるとともに、公共交通空白地域等の解消に向け、地域
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主体によるデマント型乗合タクシーの実証運行を実施してまいります。 

市街地形成については、成台中土地区画整理事業における流通産業系の企業

誘致など、新たな市街地形成を進めるとともに、３年度の換地処分に向け、適

正な事業運営を促します。 

産業については、中心市街地と商業の活性化を促進するため、引き続き空き

店舗の活用に対する支援を行うとともに、商工会と連携を図りながら、市内に

おける創業者を支援してまいります。 

 農林業では、子育て世代を対象とした市民親子農業収穫体験講座を開催し、

体験学習を通して参加者と農業者との積極的な交流を進め、農業と地産地消に

対する理解を深めてまいります。また、農地の貸し手及び借り手の情報を登録・

公開する農地バンク制度の利用促進を図るとともに、この制度を通じて農地を

借りたい方を支援することにより、農地の更なる集積と耕作放棄地の拡大防止

に努めてまいります。 

 

基本目標６「ともに創る将来に向けて持続可能なまち」 

の分野でございますが、みんなで地域づくりについては、「みんなで地域づくり

センター」の機能を活かし、地域づくりを担う主体や行政との連携・協力を促

進しながら、魅力ある地域づくりの推進を図ってまいります。また、「みんなで

地域づくり事業提案制度（コラボ四街道）」を活用し、「みんなが主役のまちづ

くり」を促進するとともに、新たな地域づくりの担い手の掘り起しを実施して

まいります。 

 また、中学生の市政への関心と理解を深め、議会運営の仕組みを体験的に学

習してもらう場として、中学生模擬議会を開催します。 

シティセールスについては、「四街道市シティセールス戦略」に基づき、市の

認知度向上を図るため、プレスリリースによる積極的な情報発信に努めるとと

もに、「るるぶ四街道市」等を活用した効果的なプロモーションを展開してまい

ります。 

行財政運営については、「第８次行財政改革推進計画」に位置づけた１８の改

革項目の着実な実施と的確な進行管理を図ることにより、効率的・効果的な行

財政運営の推進に取り組んでまいります。また、組織機構の見直しでは、簡素

で効率的かつ組織力を発揮できるよう再編を図り、２年度からの市政運営を進

めてまいります。 

行政運営の推進では、１０月１日を調査期日として、全国一斉に行われる国

勢調査の円滑な実施に向け、周知・啓発を行うとともに、４月に実施本部を設

置するなど、庁内における推進体制を整備してまいります。 

以上、分野ごとの主要な施策について申し上げました。 
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なお、教育行政に係る方針については、基本目標３「豊かな心を育み学ぶ喜

びを実感できるまち」と定めています。 

各施策については、教育長から述べさせていただきます。 

 

 

次に、令和２年度予算案の概要について申し上げます。 

 

【令和２年度予算】 

国は、「経済財政運営と改革の基本方針２０１９」により、前年度に策定した

経済・財政再生計画に基づき、国・地方を合わせた基礎的財政収支の黒字化を

目指し、地方交付税制度をはじめとする地方行財政改革を進め、財政健全化に

つなげることとしています。 

本市の財政状況は、平成３０年度普通会計決算では、個人市民税や地方消費

税交付金等の一般財源が増加しましたが、経常収支比率は、前年度より１．０

ポイント減の９６．４％と、若干の改善に留まっており、依然として高水準と

なっております。 

今後も、社会保障関係経費の増加傾向が継続していることや、次期ごみ処理

施設整備等の大型事業による公債費の増加が見込まれることから、厳しい状況

が続くものと思われます。 

このような状況を踏まえ、令和２年度当初予算は、「人 みどり 子育て 選

ばれる安心快適都市 四街道」の実現を目指し、「四街道市総合計画後期基本計

画」に沿った取組を行うとともに、経常収支比率の改善を念頭に、徹底した収

支改善に取り組みながら、喫緊の行政課題に対しては適切に対応していく方針

の下、編成しました。 

これらの結果、一般会計予算の総額は、過去最高であった前年度に比べ、  

１億５，０００万円、０．６％増加し、２７２億６，０００万円となりました。 

歳入では、市税は、新築家屋の増加による固定資産税の増などを見込み、前

年度比０．７％増の１１２億２，６００万円、地方交付税及び臨時財政対策債

は、国の令和２年度地方財政対策を踏まえ、合計で３２億５，０００万円を計

上しております。 

歳出では、子育て支援の充実や社会保障関係経費の増加等により、民生費が

前年度比７．０％増の１２９億３，６１３万５千円、都市公園園灯ＬＥＤ化工

事や被災住宅修繕緊急支援事業の増加等により、土木費が前年度比６．４％増

の２２億６，７２０万１千円となりました。また、文化センター耐震改修工事

の減少等により、総務費が前年度比８．０％減の３０億１，３８５万８千円、
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千代田中学校校舎大規模改造工事や小中学校におけるＩＣＴ環境整備費の減少

等により、教育費が前年度比１５．１％減の２６億９，３６９万２千円、大型

事業の起債の償還が終了したことに加え、普通建設事業を抑制してきた効果な

どにより、公債費が前年度比６．１％減の２１億１，７１０万６千円となりま

した。 

特別会計の予算規模は、３会計の合計で１６６億７，７３０万円となり、前

年度に比べ４億１，４４０万円、２．５％の増加となりました。 

 

 以上、令和２年度の施政方針を申し上げました。 

 

 

本方針の下、市民の皆様が「四街道に住んで良かった」と誇らしく感じてい

ただけるよう、また、「四街道にぜひ住んでみたい」と多くの方々から「選ばれ

るまち」となるよう、本市の将来都市像の実現に向け、諸施策の推進に全力で

取り組んでまいります。 

議員各位におかれましては、より一層のご理解とご協力をお願い申し上げま

す。 

 

 

 

令和２年３月１０日 

 

四街道市長 佐 渡   斉 







 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


